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生
活
相
談

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

［
肢
体
］
９
月
18
日
㈭

受
付　

13
時
～
14
時

と
こ
ろ　

広
島
県
三
次
庁
舎
第
３
庁
舎
２
階

三
次
市
十
日
市
東
４
‐
６
‐
１

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉
課

障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
０

障
害
者
相
談
員
定
期
相
談
会

［
比
和
地
域
］

○
身
体
・
知
的　

10
月
７
日
㈫
９
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ　

比
和
自
治
振
興
会
館

※
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
０

定
期
巡
回
児
童
相
談

　
広
島
県
北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き　

９
月
18
日
㈭
・
10
月
16
日
㈭

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
児
童
福
祉
課

あ
ん
し
ん
支
援
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き　

９
月
26
日
㈮
・
10
月
24
日
㈮

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所
市

民
生
活
室
へ
予
約
を
。

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
３
１

健
康
相
談

　
広
島
県
北
部
保
健
所
（
三
次
市

十
日
市
東
）
で
実
施
す
る
健
康
相

談
で
す
。
事
前
に
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
心
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
、
う
つ
病
な
ど
の
心

の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ
の

家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き　

９
月
９
日
㈫
・
10
月
21
日
㈫

13
時
～
14
時

○
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

　
検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
。
結
果
は
そ
の
日
に
お
知

ら
せ
で
き
ま
す
。
相
談
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き　

９
月
10
日
㈬
・
10
月
８
日
㈬

13
時
～
14
時
30
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
５
１
８
１

　

人
権
相
談

　

各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き　

９
月
16
日
㈫
・
10
月
７
日
㈫

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
西
城
地
域

と
き　

10
月
９
日
㈭

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

西
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き　

10
月
２
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
口
和
地
域

と
き　

９
月
18
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

口
和
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
総
領
地
域

と
き　

10
月
８
日
㈬
９
時
～
11
時

と
こ
ろ　

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
２
５
７
２

行
政
相
談

　

行
政
相
談
委
員
が
国
の
行
政
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
予
約
は
要
り
ま
せ
ん
。

●
庄
原
地
域

と
き　

９
月
18
日
㈭

13
時
～
16
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

●
東
城
地
域　

と
き　

９
月
18
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

東
城
支
所

問
い
合
わ
せ

東
城
支
所
市
民
生
活
室

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
２
１

●
総
領
地
域　

と
き　

10
月
８
日
㈬
９
時
～
11
時

と
こ
ろ　

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

総
領
支
所
市
民
生
活
室

☎
０
８
２
４
‐
88
‐
３
０
６
３

庄
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
や
多
重
債
務

な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を

受
け
、
解
決
の
た
め
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き　

毎
週
月
～
金
曜
日

（
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

９
時
～
16
時（
12
時
～
13
時
休
み
）

と
こ
ろ

市
役
所
１
階
市
民
生
活
課
内

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
２
８

庄
原
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　

広
島
弁
護
士
会
三
次
地
区
会
の

弁
護
士
が
、
市
内
地
域
で
無
料
法

律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談

時
間
は
１
人
（
１
件
）
30
分
で
す
。

利
用
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

９
月
・
10
月
の
相
談
日

●
東
城
地
域　

と
き　

９
月
24
日
㈬
13
時
～
16
時

と
こ
ろ　

東
城
支
所

●
口
和
地
域

と
き　

10
月
14
日
㈫
13
時
～
16
時

と
こ
ろ　

口
和
保
健
セ
ン
タ
ー

●
高
野
地
域

と
き　

10
月
28
日
㈫
13
時
～
16
時

と
こ
ろ　

高
野
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

予
約
先
・
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室
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募
　
　
集

催
　
　
し

中
山
間
地
域
振
興
リ
レ
ー
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
in
庄
原

　

広
島
県
で
は
、
中
山
間
地
域
の

多
面
的
・
公
益
的
機
能
の
価
値
を

再
認
識
し
、
県
の
さ
ま
ざ
ま
な
中

山
間
地
域
施
策
の
取
り
組
み
を
県

民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、

認
知
度
と
地
域
づ
く
り
の
取
り
組

み
へ
の
参
画
意
識
の
向
上
な
ど
を

図
る
た
め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
す
。

　

俳
優
で
農
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
永
島
敏
行
さ
ん
に
よ
る
講
演
の

ほ
か
、
中
山
間
地
域
施
策
を
活
用

申
し
込
み
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
作
品
の
搬
入
日
に
田
園
文
化

セ
ン
タ
ー
へ
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
、
田
園
文
化
セ
ン

タ
ー
、
生
涯
学
習
課
、
各
支
所
教

育
室
、
各
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
。

作
品
搬
入
日

10
月
10
日
㈮
・
11
日
㈯

10
時
～
18
時

表
彰　

優
秀
な
作
品
に
対
し
て
大

賞
・
奨
励
賞
を
授
与
し
ま
す
。
表

彰
式
は
、
11
月
３
日
㈪
９
時
30
分

か
ら
田
園
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
す
。

展
覧
会

【
前
期
展
】

日
本
画
／
洋
画
／
写
真

11
月
３
日
㈪
～
８
日
㈯

※
た
だ
し
、
４
日
は
休
館
で
す
。

【
後
期
展
】

彫
塑
／
工
芸
／
書

11
月
13
日
㈭
～
18
日
㈫

※
た
だ
し
、
17
日
は
休
館
で
す
。

10
時
～
18
時

問
い
合
わ
せ

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
１
１
５
９

庄
原
市
内
小
中
学
校
で
勤
務
す

る
職
員
の
登
録
募
集

　
小
中
学
校
の
教
員
が
出
産
・
育

児
・
病
気
な
ど
で
休
ん
だ
と
き
の

臨
時
的
任
用
教
諭
や
、
小
中
学
校

の
教
育
の
充
実
の
た
め
の
教
諭
・

講
師
と
い
っ
た
「
庄
原
市
内
小
中

学
校
で
勤
務
す
る
職
員
」
へ
の
登

録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

希
望
の
あ
る
方
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
教
育
委
員
会
教
育
指
導

課
の
ペ
ー
ジ
に
募
集
案
内
と
登
録

用
紙
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

登
録
用
紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
課
学
事
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
３

庄
原
市
文
芸
大
会
作
品
募
集

　

庄
原
市
文
化
協
会
で
は
、
次

の
と
お
り
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
作
品

①
短
歌
②
俳
句
③
川
柳
④
現
代
詩

応
募
資
格

　

庄
原
市
民
（
市
内
の
文
芸
サ
ー

ク
ル
に
所
属
の
人
を
含
む
）

応
募
方
法　

　

自
作
の
未
発
表
作
品
を
、
は
が

き
に
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
現
代
詩
は
原
稿
用
紙
に
書
い
て

封
書
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。（
ワ
ー

プ
ロ
原
稿
可
）

※
応
募
は
一
部
門
の
み
で
、
重
複

は
で
き
ま
せ
ん
。

応
募
先

○
短
歌
（
一
人
一
首
）

清
光
康
子
（
上
原
町
36
‐
３
）

○
俳
句
（
一
人
二
句
）

桑
原
知
樹（
川
手
町
５
９
７
‐
２
）

○
川
柳
（
一
人
五
句
）

林
武
志（
川
手
町
１
３
１
８
‐
３
）

○
現
代
詩
（
一
人
一
篇
）

田
中
虎
市
（
高
茂
町
16
）

応
募
期
限

10
月
10
日
㈯
必
着

そ
の
他　

11
月
15
日
㈯
の
大
会

で
、
部
門
ご
と
に
優
秀
作
品
８
点

を
選
び
表
彰
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
文
化
協
会　

林
武
志

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
３
２
８
６

し
た
取
り
組
み
関
係
者
か
ら
の
事

例
発
表
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

と
き　

９
月
27
日
㈯
13
時
～
16
時

と
こ
ろ　

ウ
イ
ル
西
城

１ 

基
調
講
演　
「
産
直
市
を
活
用

し
た
地
域
活
性
化
～
食
べ
る
こ
と

生
産
す
る
こ
と
～
」

講
師　

永
島
敏
行
さ
ん
（
俳
優
・

農
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

２ 
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
予
定
）

問
い
合
わ
せ

広
島
県
地
域
政
策
局
中
山
間
地
域

振
興
課　

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
２
６
３
２

企
画
課
政
策
推
進
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
１
２

第
22
回
比
和
や
ま
び
こ
祭

　

比
和
牛
供
養
田
植
な
ど
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
、
広
島
牛
の
丸
焼
き

な
ど
の
各
種
バ
ザ
ー
や
特
産
品
が

勢
揃
い
し
ま
す
。「
か
ら
だ
い
き

い
き
健
康
ま
つ
り
」「
ツ
ー
リ
ン

グ
ト
ラ
イ
ア
ル
in
比
和
」
も
同
時

開
催
さ
れ
ま
す
。
広
島
百
山
「
福

田
頭
」
な
ど
の
、
美
し
い
自
然
の

山
々
を
見
な
が
ら
楽
し
い
１
日
を

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
５
日
㈰

９
時
～
15
時
15
分

と
こ
ろ　

比
和
総
合
運
動
公
園

問
い
合
わ
せ　

比
和
や
ま
び
こ
祭

実
行
委
員
会
事
務
局
（
比
和
支
所

産
業
建
設
室
）

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
３
０
０
３

第
14
回
口
和
モ
ー
モ
ー
祭

　

２
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
、
口

和
地
域
の
シ
ン
ボ
ル「
牛
」を
テ
ー

マ
に
し
た
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

会
場
内
で
は
和
牛
の
炭
火
焼

や
、
も
も
肉
の
丸
焼
き
、
地
元
特

産
品
な
ど
を
販
売
。
地
元
芸
能
な

ど
の
発
表
や
歌
謡
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
用
意
し

て
い
ま
す
。

　

祭
の
一
番
人
気
「
広
島
県
産

黒
毛
和
牛
の
炭
火
焼
コ
ー
ナ
ー
」

の
前
売
券
（
ロ
ー
ス
２
０
０
ｇ

２
５
０
０
円
を
販
売
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。

と
き　

10
月
11
日
㈯
10
時
～

　
　
　
　
　

12
日
㈰
９
時
～

と
こ
ろ　

口
和
運
動
公
園

内
容　

モ
ー
モ
ー
大
行
進
、
牛
と

子
ど
も
の
綱
引
き
、
広
島
県
産
黒

毛
和
牛
の
炭
火
焼
コ
ー
ナ
ー
、
地

元
芸
能
、
上
杉
千
恵
美
、
沖
野
保

彦
歌
謡
シ
ョ
ー
（
11
日
）、
鳥
羽

一
郎
歌
謡
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー（
12
日
）

な
ど

問
い
合
わ
せ　

口
和
モ
ー
モ
ー
祭

実
行
委
員
会
（
口
和
支
所
産
業
建

設
室
内
）

☎
０
８
２
４
‐
87
‐
２
１
１
３

第
５
回
庄
原
市
民
俗
芸
能
大
会

　

庄
原
市
内
の
民
俗
芸
能
保
存
団

体
が
、
地
域
の
民
俗
芸
能
を
一
般

に
公
開
す
る
「
第
５
回
庄
原
市
民

俗
芸
能
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

長
い
歴
史
と
と
も
に
今
日
ま
で

受
け
継
が
れ
て
き
た
貴
重
な
民
俗

芸
能
を
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
観

覧
く
だ
さ
い
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き　

10
月
13
日
（
月
・
祝
）

11
時
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

国
営
備
北
丘
陵
公
園

※
観
覧
は
無
料
で
す
が
、
公
園
入

園
料
・
駐
車
料
は
別
途
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

庄
原
市
民
俗
芸
能

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
生
涯

学
習
課
文
化
財
係
内
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
９

精
神
障
が
い
者
地
域
生
活
支
援

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ

「
地
域
で
安
心
し
て
生
活
す
る
た

め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」

⑴
講
演

講
師　

社
会
福
祉
法
人
あ
ら
く
さ

理
事
長　

寺
田
朱
美
さ
ん

⑵
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
／
当
事
者
、家
族
、

事
業
所
、
病
院
な
ど

と
き　

10
月
６
日
㈪

13
時
30
分
～
15
時
45
分

と
こ
ろ　

上
高
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
（
高
野
町
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課
保
健

対
策
係

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
５
１
８
１

庄
原
市
美
術
展
覧
会
作
品
募
集

　

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー
で
11
月
３

日
㈪
か
ら
開
催
す
る
庄
原
市
美
術

展
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
品
規
定

○
市
内
在
住
ま
た
は
、
市
内
に
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
高
校
生
以
上

の
方
。
自
己
の
創
作
し
た
作
品
で

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

○
１
種
目
に
つ
き
１
人
１
点
と
し

ま
す
。

種
目　

日
本
画
、
洋
画
（
水
彩
、

油
彩
、
デ
ザ
イ
ン
、
版
画
な
ど
）、

彫
塑
、
工
芸
（
陶
芸
、
染
織
、
木

工
、
ち
ぎ
り
絵
、
七
宝
、
押
花
な

ど
）、
書
（
漢
字
、
仮
名
、
前
衛
）、

写
真
。
※
規
格
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

平成26年度　県立広島大学公開講座　テーマ：「大人のための高校講座」

　県立広島大学は、県内に広島、庄原、三原の３つのキャンパスがあり、人間文化学部、経営情報学部、生命環境学部、保健
福祉学部の４つの学部があります。各学部それぞれの専門性を活用し、地域に開かれた大学として、地域の活性化に積極
的に貢献していくための学術情報の収集、発信、情報化の推進を図っています。
　今回の講座は、高校の授業科目になぞらえて、いじめ、ｉＰＳ細胞などの万能細胞、スマートフォン技術、ヘイトスピー
チを具体的に取り上げ、現代社会の問題やありようを考える内容となっています。ぜひ、ご受講ください。

　とき／10月２（木）～22日（水）　　ところ／県立広島大学庄原キャンパス　　申込期限／９月30日（火）
　定員／50人　　申込方法／氏名（ふりがな）・住所・電話番号を、FAX、郵便、メールのいずれかで送付してください。
　　　　　　　　　　　　　※受講申込に伴う個人情報は、公開講座以外には使用しません。

回 と　き 講座名 ところ 講　師

1 10/２(木) 
10:40～12:10

「倫理」
～いじめ問題から透けてくる幸福論～ 2202講義室 総合教育センター 

准教授　大草 輝政

2 10/９(木) 
13:00～14:30 「生命」　～万能細胞の過去と将来～ 2201講義室 生命環境学部

准教授　山下 泰尚

3 10/16(木) 
13:00～14:30

「情報処理」　～スマートフォンを用いた
　　　　　　ひろしま観光マップによる地域活性～ 2201講義室 経営情報学部

教授　市村　匠

4 10/22(水) 
10:40～12:10

「現代社会」　～ヘイトスピーチ
　　　　　　　　民族と国民の不思議な関係～ 2201講義室 地域連携センター

講師　上水流 久彦
　●申し込み先　〒727-0023　庄原市七塚町562　県立広島大学庄原地域連携センター
　●問い合わせ　総務課（地域連携担当）　☎0824-74-1000　Fax0824-74-0191
　　　　　　　　庄原地域連携センター　☎/℻ 0824-74-1704　E-mail：gakujutu@pu-hiroshima.ac.jp

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話ください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[ 月～金９時～ 17 時（年末年始・祝日除く ]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間電話相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時

  　広報しょうばら｜２０１４．９月号｜ 2627｜２０１４．９月号｜広報しょうばら



お 知 ら せnformation

尾道松江線ＨＰ

愛
称
募
集

備北公園管理センター☎ 0824-72-7000
（http://www.bihoku-park.go.jp/）

１
０
０
品
種
、１
１
０
万
本
の

「
コ
ス
モ
ス
」

　

公
園
の
秋
の

主
役
は
「
コ

ス
モ
ス
」。
国

内
最
大
級
の

１
０
０
品
種
の

コ
ス
モ
ス
が
９

月
中
旬
か
ら
10

月
中
旬
に
か
け

て
「
花
の
広
場
」
に
咲
き
広
が
り

ま
す
。
一
面
に
咲
き
広
が
る
コ
ス

モ
ス
は
背
の
低
い
（
矮
性
種
）
ド

ワ
ー
フ
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
花
弁
の
形
、
色
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
コ
ス
モ
ス
が
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

※
天
候
に
よ
っ
て
開
花
時
期
が
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

　

秋
ま
つ
り
期
間
中
の
週
末
、
祭

日
を
中
心
に
手
軽
に
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

毎
年
好
評
の
「
神
楽
公
演
」
や
９

月
13
日
～
15
日
に
は
「
オ
ー
タ
ム

フ
ェ
ス
」、
９
月
27
日
～
10
月
５

日
に
は
「
ガ
ー
デ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
開
催
。

　

ま
た
、
ひ
ば
の
里
で
の
「
食
体

験
教
室
」、「
ク
ラ
フ
ト
体
験
教

室
」
も
手
作
り
の
良
さ
を
体
感
で

き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
花
の
広

場
で
の
「
花
コ
ン
サ
ー
ト
」
や
「
カ

ヌ
ー
体
験
」
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア

ス
ポ
ー
ツ
体
験
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

し
ま
す
。

花
火
と
音
楽
の
祭
典

　

音
楽
ラ
イ
ブ
と
２
千
発
の
打
ち

上
げ
花
火
に
よ
る
音
と
光
の
祭

典
。

と
き　

10
月
12
日
㈰

と
こ
ろ　

大
芝
生
広
場

出
演　

堂
島
孝
平
、
メ
ビ
ウ
ス
、

チ
ャ
ラ
ン
・
ポ
・
ラ
ン
タ
ン

チ
ケ
ッ
ト　

大
人
１
５
０
０
円　

小
人(

小
・
中
学
生)

５
０
０
円

前
売
限
定
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト(

大
人

２
枚
、
小
人
１
枚)

２
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ

グ
リ
ー
ン
ウ
イ
ン
ズ
さ
と
や
ま　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
７
２
１
１

42
・
１
９
５
㌔
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ

ン
大
会
参
加
者
募
集
中
！

　

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
距
離
を
た
す

き
で
つ
な
い
で
走
る
ユ
ニ
ー
ク
な

マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
す
。

と
き　

10
月
26
日
㈰

と
こ
ろ　

大
芝
生
広
場
と
そ
の
周
辺

申
込
締
切　

10
月
10
日
㈮
必
着

※
有
料
で
す

申
し
込
み
先　

42
・
１
９
５
㎞
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

協
会
西
日
本
支
部

☎
０
１
２
０
‐
８
４
６
‐
５
９
８

※
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、

電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

秋まつり2014
９月 13日㊏～10 月 19 日㊐

　国営備北丘陵公園では、9 月 13 日（土）から「秋まつり」
を開催します。

庄
原
絵
手
紙
大
賞
作
品
募
集

募
集
作
品　

　

未
発
表
の
自
作
絵
手
紙
（
ハ
ガ

キ
サ
イ
ズ
）
１
人
２
点
以
内

題
材　

自
由

対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
通
学
、

勤
務
の
方

募
集
期
間　

９
月
19
日
㈮
ま
で

応
募
要
領　

　

作
品
の
裏
面
に
住
所
・
氏
名（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
（
園
児
、
児
童
、

学
生
は
保
育
所
・
幼
稚
園
・
校
名
、

学
年
）・
電
話
番
号
を
記
入
し
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰　

一
般
・
子
ど
も
の
部
そ
れ

ぞ
れ
に
、
大
賞
・
優
秀
賞
・
奨
励

賞
を
贈
り
ま
す
。

　

今
回
は
第
10
回
記
念
と
し
て
特

別
賞
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他　

　

入
賞
作
品
、
応
募
作
品
は
10
月

８
日
～
10
日
に
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
ア
ー
ト
多
愛
夢
」
で
展
示
し
ま

す
。
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
主
催

者
に
帰
属
し
、
作
品
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
文
化
協
会
（
庄
原
市
民
会

館
内
）

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
５
４
５
３

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
８

「尾道松江線」の愛称（ニックネーム）を
募集します！

　中国横断自動車道「尾道松江線」は、本年度中の全線開
通が予定されています。多くの人に親しまれる「尾道松江線」
の愛称（ニックネーム）を募集します。

●応募期間／８月 11 日（月）～９月 30 日（火）
※はがきの場合、当日消印有効
●応募方法／愛称（応募１件につき作品１点・ふりがな）・愛称の説明・
住所・氏名・年齢・職業・電話番号・メールアドレス（お持ちの方のみ）
を明記の上、尾道松江線ホームページの応募フォーム、はがき、ＦＡＸ、
メールから応募してください。
●賞／最優秀賞（１点）旅行券 10 万円・沿線特産品 ( １万円相当 )、優
秀賞（２点）旅行券５万円・沿線特産品 ( １万円相当 )、ほか特別賞・副
賞あり。※全応募者の中から抽選で 100 点、沿線特産品（1,000 円相当）
が当たります。
※詳しくは、尾道松江線ホームページをご覧ください。

応募・問い合わせ
　〒７２２－８５０１尾道市久保一丁目 15 番 1 号
　尾道市政策企画課内　尾道松江線愛称募集係
　TEL 0848-38-9316　FAX0848-37-2740
　メール　onomatsuboshu@city.onomichi.hiroshima.jp
　尾道松江線ホームページ　http://www.ono-matsu.jp/花火

リレーマラソン

国営備北丘陵公園だより

楽しい催しでの火災予防
　昨年８月に京都府福知山市で発生した花火大会での火災を踏まえ、多
数の人が集まる催しに市民の皆さんが安心して参加できるように、火災
予防に必要な事項を定めた備北地区消防組合火災予防条例が改正され、
８月１日に施行されました。
　不特定多数の人が集まる祭礼や縁日、花火大会、自治振興区や自治会
で開催されるふるさと祭りなどで、ガスコンロや発電機などを使用して
露店や屋台を出店する場合は、消火器の準備をするとともに、催しの主
催者等は開催日の３日前までに消防署に届け出を行うことが義務付けら
れました。ただし、家族、親戚などの範囲で行うバーベキューなどは対
象外です。
　詳しい内容や届出用紙などについては、備北地区消防組合のホームペー
ジ、またはお近くの消防署、出張所にお問い合わせください。

●6月16日～8月15日までの火災発生状況
発生日 場　所 火災種別

７月30日 東本町二丁目 建物火災
新庄町 その他の火災

一人一人の心がけで火災のないまちを
目指しましょう

危機管理課　☎０８２４－７３－１２０６

飲酒運転の
根絶！

　皆さん一人一人が「飲酒運転を絶対にし
ない、させない」ことを徹底し、飲酒運転
を根絶しましょう。

お酒を飲むときに
は、ハンドルキーパ
ー（お酒を飲まず
仲間を送り届ける
人）を確保して、絶
対に飲酒運転はし
ないようにしまし
ょう。

危機管理課
☎ 0824-73-1206

ハンドルキーパー運動に
ご協力ください

  　広報しょうばら｜２０１４．９月号｜ 2829｜２０１４．９月号｜広報しょうばら



お 知 ら せnformation

※飼い犬・猫の引き取り（有料）を希望する方は、必ず事前に広島県動物
愛護センター(☎0848-86-6511)に連絡し、承諾を得てください。

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

これは昭和 40 年頃、新響電機工業（株）で製造された、
35㍉フィルム上映用の「35㍉アーク式小型映写機」です。
この映写機は昭和 60 年頃まで、東城の「偕楽座」で移動
上映用として使われ、東城をはじめ庄原や旧比婆郡などの移
動映画会で、２台の映写機が活躍していました。映画館に常
設の大型映写機（約150㎏）に比べ小型軽量に作られ、移動
のため簡単に組み立て・分解ができます。光源はアーク式ラ
ンプのため、明るく美しい画像で、シネマスコープ（ワイド
スクリーン画面縦横比１対 2.35 に拡大映写）上映もできま
す。
映写機の仕組みは、フィルムを１秒間に 24 コマ毎“間欠（止
まったり動いたりの繰り返し）”で動かします。映写時には
停止時（シャッターで光源の光を遮った時）にコマを送りま
すが、上映画像は“パラパラマンガ”の原理で連続して見え
ます。音声はトーキー部で、画像より 20 コマ先の帯状に記
録したフィルムから光の変化として取り出します。アーク式
ランプは、銅メッキしたカーボン棒２本を向き合わせて、電
流を流すと約５㍉の間隔で放電して強力な「アーク光」が発
生します。熱と煙が出るので排気ダクトが必要です。カーボ
ンは燃えて約 30 分で消耗するので、フィルム交換で休止し
ている時カーボン棒を交換します。
映写機の歴史は、明治 26 年にはエジソンが覗き眼鏡式映
写機キネトスコープを開発したのが始まりで、明治 28 年パ
リでスクリーンへ投影するシネマトグラフが公開≪映画の誕
生≫され、日本では電気式活動走馬燈が見世物として登場し
ています。大正９年には無声映画も始まり、大正７年頃から
明るいアーク式ランプの使用、そして昭和５年にはトーキー
（音声の出る映画）、昭和 29 年にはシネマスコープへと発展
してきました。
最近の映画はデジタルで衛星配信される時代です、そのた
め映画館でのフィルム上映は過去のものとなり、このような
映写機の出番は無くなっています。

●東城地域

９・10月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記

　広島市で発生した豪雨災害により、お亡くなりになら
れた方々のご冥福を心からお祈りします。また、被害を
受けられた多くの方々に、心からお見舞い申し上げます。
この豪雨災害で、４年前の庄原豪雨災害が思い起こされ
た方もいらっしゃると思います。
　それにしても、今年は本当に気象がおかしいですね。
梅雨が明けてからの方が雨が多く、台風も接近して、軒
並みイベントが中止に追い込まれました。広報しょうば
らでは、毎年庄原夏まつりとして各地域の夏まつりを組
み写真で紹介していますが、今回のように複数のまつり
が中止で掲載できなかったことはほとんどありません。
開催されたものでも雨で開催が危ぶまれたものもあり、
この企画自体が成り立つか心配していましたが、何とか
ページを組むことができてほっとしました。
　特集の中で、表委員長が森林の災害防止機能に触れら
れていますが、木の駅プロジェクトはその部分に着目し
た取り組みでもあり、約 84％の森林を持つ本市にとっ
て、大きな可能性のある取り組みだと感じました。災害
をそれだけで止めることはできませんが、少しでも災害
に遭わないために、私たちも森林に目を向けていく必要
があると思います。

９月～ 10月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
◎草木染め教室～花びら染めをしましょう～
　とき　９月 22 日㈪
　　　　午前の部　９時～ 12 時
　　　　午後の部　13 時 30 分～ 15 時 30 分
　参加費　4,900 円　定員　各 12 人
◎かずら教室
　①「竹の花台（午前の部）」
　②「写真立て（午後の部）」
　とき　９月 26 日㈮      ①９時 30 分～ 12 時
　　　　　　　　　　　② 13 時 30 分～ 16 時
　参加費　① 2,300 円　② 1,300 円
　定員　各 10 人

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。

第 10 回絵手紙大賞作品展
とき　10月８日(水)～10日(金)10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

9月14日（日） 東城病院 ☎08477-2-2150
15日（月） 瀬尾医院 ☎08477-2-0023
21日（日） こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
23日（火） 細川医院 ☎08477-2-0054
28日（日） 東城病院 ☎08477-2-2150

10月  5日（日） こぶしの里病院 ☎08477-2-5255

☎ 0824-75-4411

犬 ・ 猫の引き取り　  

問環境政策課 ☎ 0824-72-1398

人の動き　  

平成26年７月末現在

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

　９月・10 月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。手続
きには認印が必要ですので、持参してください。

［住民基本台帳登載人口］

人口　３８，５４３人（前年比－５５０人）　
男　　１８，２３５人（前年比－２５５人）　
女　　２０，３０８人（前年比－２９５人）　
世帯数　１５，９６２世帯（前年比－２０世帯）
［うち外国人］　人口　３１０人（前年比＋３５人）

と　き　９月 22 日㈪ 12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　佐川　峯（バンドネオン）
　　　　国岡　勝（バンドネオン）
　　　　ＭＥＧＵ（ピアノ）
曲　目　ジェラシー、黒い瞳、上を向いて歩こう　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか
▶佐

さ が わ

川　峯
みね

…94 歳現役バンドネオン奏者・作曲家。
東洋音楽学校（現東京音楽大学）卒業。15 歳の時
に銀座で聴いたバンドネオンの音色に魅せられ独学
で勉強。アルゼンチンや北米などでもＣＤアルバム
が発売され、アルゼンチンではＦＭで頻繁に演奏の
放送もされている。広島市在住。
▶国

くにおか

岡　勝
まさる

…17 歳の時に民放ラジオで佐川峯氏の
バンドネオン演奏に出会いその音色に導かれ同氏に
師事する。現在は仕事の傍らタンゴの普及と発展に
取り組んでいる。庄原市在住。
▶ＭＥＧＵ…５歳からエレクトーンを始める。広
島音楽高校、国立音楽大学に進学しさまざまな楽
団のアレンジやアンサンブルなどを学ぶ。第１回
Evolution にて最優秀賞を受賞。広島県出身。

引き取り日 時間 場所

庄原
地域 毎月第２・４水曜日

９月１０日・２４日
１０月　８日・２２日

９：００～９：３０ 市役所車庫

東城
地域

１０：４０～１１：１０
東城支所
正面駐車場

￥ 市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは交流サロンラッキー ☎ 0824-72-0075 まで

と   き　１０月９日（木）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.main.jp

10 月

アーク式35ミリ小型映写機
（移動用）

食育コーナー　  

問農業振興課 ☎ 0824-73-1132

庄原市食農教育モデル事業
庄原市食農教育モデル事業は、地域の農業や食の安全などへの
関心・理解を深めるために、市内の小中学校が行う “ 地域の子ど
もたちに「食」と「農業」の大切さを学習する機会を提供する取
り組み ”を支援しています。
本年度は市内の小学校の内、12校がこの事業に取り組んでい
ます。それぞれ地域の特色に合わせ、学校田での米づくりや学校
菜園での野菜づくりのほか、りんごやぶどう、しいたけなど多様
な作物の栽培を行っています。
米づくりでは「あいがも農法」などの取り組みを通じて、地域
で行われる無農薬での栽培法を学んだり、学校田で収穫された米
を食味コンクールに出展したりするなど、毎日食べる「お米」と
それが出来るまでの「農」の結びつきへの関心を促す、特徴的な
取り組みが行われています。
作業は、地域の皆さんの指導を受けな
がら児童が自ら行うため、自分
たちの食への関心・理解を深め
るきっかけになっています。
　栽培・収穫された作物は、
学校で行う伝統料理教室や
調理実習の材料としても使
用され、地域の方に振る舞
われます。こうした地域の
人々との交流も、食に関する
関心・意欲の向上につながり、
地域農業への理解を深めること
に結びついています。

口和郷土資料館   ☎ 0824-87-2230

開館 ： 月 ・ 木 ・ 土　９時～ 17 時

アイガモ農法

排気用ダクト

35㍉フィルム

本体：フィルム駆動部

シネマスコープ用レンズ

ランプハウス
トーキー部

大きさ：65㎝（高さ）、120㎝（長さ）、37㎝（幅）

映写用カーボン棒
　長さ：35㎝
　直径：4・6・8㎜
　※下側は使用済み

  　広報しょうばら｜２０１４．９月号｜ 30 31｜２０１４．９月号｜広報しょうばら


